
 

 
平成 24 年２月２日 

各    位 

 会 社 名 ウ ェ ル ネ ッ ト 株 式 会 社 

 代 表 者 名 代表取締役社長 宮 澤  一 洋 

          (ＪＡＳＤＡＱ・コード２４２８) 

 問 合 せ 先 

 役  職・氏  名 取締役管理部長 猪 飼  俊 哉 

 電     話 ０３－３５８０－０１９９  

 

 

 

当社子会社（株式会社ナノ・メディア）の業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

当社子会社である株式会社ナノ・メディアは、平成 23 年８月８日付及び平成 23 年９月９日付で公表いたしました業

績予想を別紙のとおり修正しましたので、お知らせいたします。 

なお、当社の連結業績予想につきましては、本日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

 

以  上 

 



 

各  位                                   平成 24 年２月２日 

会 社 名 株 式 会 社 ナ ノ ・ メ デ ィ ア

代 表 者 名 代表取締役社長 星 野  洋

（コード番号：3783 東証マザーズ）

問 合 せ 先 経営管理部長 武 内  雅 博

（ TEL. 03-5770-5641）

 

 

特別損失の計上および業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、下記のとおり特別損失を計上するとともに、最近の業績動向も踏まえ、平成23年８月８日付

で公表しました平成24年６月期第４四半期累計業績予想および平成23年９月９日付で公表しました通

期業績予想を下記のとおり修正いたします。 

 

記 

 

１.特別損失の計上 

当社が保有する固定資産の収益性が低下し減損の兆候が認められることから、回収可能価額まで

減額し、平成24年第３四半期において当該減少額を減損損失44百万円として特別損失に計上いたし

ました。 

 

２．平成24年６月期第４四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成23年４月１日～平成24年３月31日） 

             
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益

（単位） 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想 （ A） 2,018 7 8 △43 ―

今 回 修 正 予 想 （ B） 1,847 △112 △111 △210 ―

増 減 額 （ B － A ） △171 △119 △119 △167 

増 減 率 （ % ） △8.5 ― ― ― 

（ 参 考 ） 前 期 実 績 2,318 △198 △196 △251 ―

 

３．平成24年６月期通期個別業績予想数値の修正（平成23年４月１日～平成24年６月30日） 

             
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

（単位） 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想 （ A） 2,505 18 19 △32 ―

今 回 修 正 予 想 （ B） 2,177 △199 △198 △297 ―

増 減 額 （ B － A ） △328 △217 △217 △265 

増 減 率 （ % ） △13.1 ― ― ― 

※ 平成 23 年４月１日から平成 24 年６月 30 日までの 15 か月の業績予想としておりますので、前期実績は

記載しておりません。 
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４.業績予想修正の理由 

(1) 平成 24 年６月期第４四半期（累計）個別業績 

 当四半期累計期間においてわが国におけるモバイルコンテンツを取り巻く環境は大きく変化し、

既存の携帯電話向けコンテンツ市場の成長が鈍化する一方で、端末の普及とともにスマートフォン

向けコンテンツ市場は拡大を続けてまいりました。 

 このような環境の下、当社は、豊富な実績を持つアーティストサイトのノウハウを活かし、アー

ティスト事務所へのトータルソリューションおよび事業会社へのトータルプロモーション等、スマ

ートフォンに対応したサービスを企画・開発・提供すべく事業を推進しております。 

 しかしながらこれら新規事業の立ち上げのスピード以上に課金会員数の減少が進行しているこ

とに加え、一部大型継続案件が終了する予定となっており、売上高は 1,847 百万円となる見込みで

す。 

 また、営業利益・経常利益につきましては、平成 23 年８月８日付「人員削減等の合理化および

特別損失計上に関するお知らせ」のとおり、人員削減等の合理化を実施し、その他販売管理費の圧

縮に努めてまいりましたが、売上高の減少が営業利益・経常利益に影響を与える見通しで、営業損

失 112 百万円、経常損失 111 百万円となる見込みです。 

 なお、四半期純損失につきましては、営業損失・経常損失の増加に加え、上記「１.特別損失の

計上」に記載のとおり、第 3 四半期において 44 百万円の特別損失を計上したことから、210 百万

円の損失となる見込みです。 

   

(2) 平成 24 年６月期通期個別業績 

 通期の個別業績につきましては、新規サービスが順次立ち上がるものの、業績への寄与は限定的

で、売上高 2,177 百万円、営業損失 199 百万円、経常損失 198 百万円、当期純損失 297 百万円とな

る見込みです。 

 

 

 

（注） 上記に記載した業績予想数値等は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する

一定の前提に基づいております。従って、実際の業績等は業況の変化等により、上記の予想数値と異

なる可能性があります。 

 

以 上 




